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改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

適正 不明
不

適正

基礎・基本の定着 

①国語科（漢字・学期末の平均）・算数科
（学期末）のテスト８０点以上の児童８
０％以上
②NRT各教科の標準偏差が昨年度以上
（各学年）

①国・算のテスト８
０点以上の児童８
０％以上
②全学年昨年度
の標準偏差以上

①73.7%
②40%

①92.1%
②40% C

①は，２つの学年が80％を超えたが，４つの学年で80％を
割った。１学級あたりの児童数が多い学年で指導の徹底
が難しい状況が見受けられる。②についても，２つの学年
が昨年度の標準偏差を超えたが，２つの学年が昨年度の
標準偏差よりも下回った。設問を最後まで解けていない児
童も多い。

長期休業中に，NRTや全国学テの結果を分析し，今後の指導に
生かす。①では，全員が主体的に参加できる形態での授業実施
する。また，プレテストを行い，児童の実態を把握，対策をとった
上で単元末テストを実施する。②では，桜山タイム「すいすい」を
計画通り実施し，基礎学力，集中力の向上を図る。「じっくり」で記
述問題に取り組ませ，回答の仕方のポイントをつかませる。

〇

生活指導５項目の指
導の徹底

児童アンケートで，三原小あいさつレベ
ル３（元気よく・相手を見て・あいさつを返
す）ができていると実感する児童の割合

90% 72.2% 80.2% B

レベル３以上のあいさつができたと実感する児童の割合は72.2％
であり，目標値には届いていない。学年別にみると，高学年にな
るにつれ，元気な声で挨拶をしにくいという結果が得られた。ま
た，教職員の見取りとしても，挨拶を返すことが難しい児童は多
く，自分から笑顔で挨拶ができる児童との二極化が進んでいる。

低学年では挨拶をすることやしてもらえることの嬉しさ，中学年ではマ
ナーとして，高学年では人との円滑なコミュニケーションを図るため等，
発達段階に応じた意義を学ばせていき，実践意欲をもたせていく。また，
挨拶は本人の元気がないとできにくいという視点から，楽しく登校できる
学校づくりを土台として考え，日々の教育活動全体で意識していけるよう
にする。

〇

自己肯定感の向上
ＱＵアンケート，学校生活意欲総合点の
分布において，３６点中２８点以上の児童
の割合

80% 77.7% 96.3% B

結果は77.7％で，目標値にはわずかに届いていない。学年別で
見ると，１年生＝74.3％，２年生＝72.9％，３年生＝88.6％，４年生
＝75％，５年生＝85.9％，６年生＝67.5％であった。４つの学年で
目標値に届いていないため，学年別での指導や学校を通しての
指導が必要であると考えられる。

学級での取り組みとして，係活動や当番活動を充実させ，学級内での役
割を意識させることで，認め合う集団作りをしていく。また，ソーシャルス
キルトレーニングや構成的グループエンカウンターを取り入れ，友達同
士の関わりを強め，集団を作っていく。学校全体の取り組みとしては，縦
割り班活動・掃除を実施し，異学年集団の中での自分の役割を意識さ
せ，認め合う集団作りをしていく。

〇

体力の向上

全校のソフトボール投げ　県平均以上の
児童が８０％以上。
（上半期：７０％以上　　下半期：８０％）

80%

①準備運動（５分～１０分）の中に，体ほぐし運動等を取り
入れたり，体幹を鍛える運動を行ったりする。（腕立てふ
せやスクワット運動等）
②委員会で外遊びを推奨する企画に取り組み（大しっぽと
り大会・ドッジボール等），体を動かす習慣作りをする。

〇

家庭での生活習慣
の定着

健康週間の調査で，全体の平均が４点
以上である児童を８０％以上にする。

80% 58.4% 73.0% C

前年度の結果と比べて，全体の数値はあまり変化し
ていない。朝食の摂取率は９割を達成しており，多く
の児童が朝食を摂取できている。課題として，金メダ
ルの数，起床，就寝時刻の数値が低いことがあげら
れる。起床，就寝時間については，家でのクローム
ブックやゲームなどの画面を見る時間が長くなってい
ることが原因として考えられる。

課題の改善方策として，金メダルの数を増やすため
に，食育劇を実施し，劇を通してバランスよく食事を
取ることの重要性を児童に伝える。栄養教諭や養護
教諭と連携して，学活等の時間にバランスの良い食
事についてや睡眠などの生活習慣について学習す
る。

〇

地域を繋ぐ教育活動
の工夫

①各学年，学期に１回以上
②③月に１回以上

100%
①100%
②100%
③33.3%

①100%
②100%
③33.3%

C

①１年生・幼保小連携１回，２年生・町探検３回，３年生・お菓子めぐり１
回，４年生・やっさ祭振興協議会７回，５年生・三原漁協１回，６年生・児
童館，市役所３回で，総合的な学習の時間を中心に計画的に実施するこ
とができている。
②月に１回のペースで，各学年で行っている学習内容の話題を中心に発
行することができている。
③学校便りや学年便りをすぐーるで配信するため，HPを更新できていな
い月がある。

①引き続き，児童の主体性を大事にしながら，地域との交流を図
り，郷土愛を育てていく。
②学校での児童の様子が伝わるように内容を工夫していく。
③情報委員会が，各学年の部屋に児童の写真等を掲載し，学習
活動が伝わる様に計画を立て，定期的に更新できるようにしてい
く。

〇

働き方改革
(次世代の働き方へ
の体制づくり)

時間外勤務月４５ｈ以下を6か月以上実
施

100% 40.7% 40.7% D

時間外勤務月45H以下を6か月以上達成できた職員は40.7％で昨
年度比+8.6であるが，各主任や児童数の多い学級の業務量減に
ついては課題が残っている。
職員全員の時間外勤務月平均４５H以下を達成できた月は６カ月
で100％であった。繁忙期の４月初めに短縮時程を設定したことに
より4月平均は昨年度比-４ｈで効果が伺えた。

毎月第一火曜日を５時間授業とし，各種会議・委員
会を実施することで授業準備，提出物の点検等の
時間を確保する。また，各主任の業務量削減に向
け，月１回，短時間の４部会を設定し，各部の進捗
を確認し，部内で仕事を調整する。

〇

　 　 　

①地域の行事への参加等（ゲスト
ティーチャーの招聘，幼・保・小・中の
連携）
②学年便りの作成
③HPの更新

①80％
②80％
③80％

①87%
②86.6%
③78.8%

①109%
②108%
③98.5%

A

二中校区アンケートにおける肯定的回答
①「将来の夢や目標をもっている」
②「授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組ん
でいる」
③「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある」「学
校がある地域のよいところを知っている」

・課題であるソフトボー
ル投げの改善に向けた
取組が具体的でよい。
・早寝，早起き，朝食は
変わらずの長年の課題
であり，特にバランスの
よい朝食は大変かもし
れないが，児童及び保
護者啓発を引き続き取
り組んで欲しい。

・よりよい学校運営と勤
務時間削減の関係はな
かなか難しい中で，時
間外勤務の短縮に向け
て努力されていること
が分かった。

①夢や目標をもつよさを味わえるように，具体的な目標を立て，
自己評価や相互評価を通して達成感をもたせる。②探究的に取
り組む実感をもてるように，生活や総合の授業で児童の思いや
願いをくみ取った課題設定や活動をする。③地域のよさを発見で
きるよう，地域の方や施設と連携した取組を推進する。

〇

・６年生が自主的にリー
ダーシップをとり，挨拶
運動を行っていること
が素晴らしい。このよう
な児童が増えていくこと
を期待する。
・挨拶レベル３以上（３
元気よく，４自分から，
５自分から笑顔で）を目
標値に取り組んでいる
ことがよい。

・各学年，落ち着いて授
業を受けていた
・児童数の多い学級は
指導の徹底を図るため
にはかなりの努力が必
要。
・桜山タイムの強化，継
続により目標達成がで
きることに期待する。

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
郷土に誇りをもち，夢や目標に向かって主体的に取り組
む子どもの育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標

自己評価

ｊ
評価

令和４年度　　学校評価表

学校関係者評価

ｋ
結果と課題の分析

ｎ 改善方策

（中間）

ｅ　目標達成のための方策等

【ミッション】（自校の使命） 郷土に誇りをもち，夢や目標を語る児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）郷土に誇りをもち，夢や目標に向かって主体的・協働的に課題解決に取り組む子どもを育てる教育活動を創造する。

ｌ 評価

三原市立三原小学校

ｉ
達成度

ｍコメント

評価計画

ｄ　短期経営目標

豊
か
な
心
の
育
成

①は，全体的に高い数値だが，６年生の肯定的回答が低
く，80％をわずかに割った。②についても，肯定的回答の
数値は高いが，全体的に強い肯定よりも，弱い肯定が多
い。③は，低学年で，肯定的回答の少なさが目立った。

ｆ　評価項目・指標

健康教育と教
育活動の工夫
による運動能
力・体力の育成 年２回の生活習慣実態調査の実施

保護者啓発活動の実施
児童への生活指導の実施

全項目の中から課題となる項目（「ソフ
トボール投げ」）の改善運動を全校で
実施

確
か
な
学
力
の
育
成

学力向上に向けた取組の充実（授業
改善・授業力向上・学力向上強化週
間，桜山タイム）自ら考え，自

ら学びに向う
児童の育成

あいさつ，時間厳守，ピカピカ無言掃
除，右側歩行，靴揃えのうち，重点「あ
いさつ」の徹底

信
頼
さ
れ
る
学
校

学習意欲の向上
（学びに向かう力の
育成）

友達との関わりの強化
認め合う集団づくり

健
や
か
な
体

生活指導項目
の指導の徹底
と体験活動の
充実による豊
かな心の育成

計画的な時間外勤務の短縮
業務改善の推進

プロジェクト型学習の考えを基にした単
元開発（カリキュラムマネジメント，課題
発見・解決学習）
家庭学習強化週間の実施

保護者・地域か
ら信頼される学
校づくり

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ:自己評価は適正である。 ハ：わからない。
ロ：自己評価は適正でない。


